
２０２１年９月１２日 主日礼拝  
  

司  会   

奏  楽                                    

                                     

賛  美             聖歌２３２番「罪とがをゆるされ」 

     （心に感謝を） （来たれイエスを礼拝しよう） 

３つの愛 

         聖  書                         ローマ人への手紙８章２６～２８節 (P２４３)                                                                         

音  楽                                               西田美榮子(伴奏：田中隆美姉) (V)  

 

メッセージ                                                                                                     「一万倍の祝福」   大川従道主任牧師 (V)  
               

賛  美                                                  「人生の海のあらし」 （聖４７２・小田兄愛唱歌） 献金 

頌  栄                    ハレルヤコーラス 

                                                                   祝   祷                                                    

 
【大和ニュース】      
☆今日の説教は、大川牧師５１年間の牧会のベストワンです。１９９６年、 
  森チャペル時代のリバイバルメッセージです。どうしても聴いてほしいのです。 
 
             

ローマ人への手紙 ８章１８～２２節・２６節～２８節 

8:18 わたしは思う。今のこの時の苦しみは、やがてわたしたちに現されようとする 

                                                      栄光に比べると、言うに足りない。 
8:19 被造物は、実に、切なる思いで神の子たちの出現を待ち望んでいる。 
8:20 なぜなら、被造物が虚無に服したのは、自分の意志によるのではなく、服従させた 
                                                                                 かたによるのであり、 
8:21 かつ、被造物自身にも、滅びのなわめから解放されて、神の子たちの栄光の自由に 
                                                                              入る望みが残されているからである。 
8:22 実に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき共に産みの苦しみを続けている 
                                                                              ことを、わたしたちは知っている。 
 
8:26 御霊もまた同じように、弱いわたしを助けて下さる。なぜなら、わたしたちはどう 

                                             祈ったらよいかわからないが、御霊みずから、言葉にあらわせない切なるうめきを 
                                                もって、わたしたちのためにとりなして下さるからである。 

8:27 そして、人の心を探り知るかたは、御霊の思うところがなんであるかを知っておられる。 
                                            なぜなら、御霊は、聖徒のために、神の御旨にかなうとりなしをして下さるからである。 

8:28 神は、神を愛する者たち、すなわち、ご計画に従って召された者たちと共に働いて、 
        万事を益となるようにして下さることを、わたしたちは知っている。 
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石の枕  
  

朝日新聞で一番人気のある箇所は、『天声人語』であろう。最近は、それが 

英訳されて「Vox Ｐｏｐｕｌｉ，Ｖｏｘ Ｄｅｉ」ラテン語の成句で、『民の声は神の声』と 

訳してある。（私大川の感想は、民の声が神の声であるはずがない。しかし、 

政治家をはじめ、国民は、勿論宗教家も、民の声に耳を傾けるべきであろう。） 

 一番新しい英訳の中に「Ｓｕｎｄａｙ ｂｅｓｔ」という言葉が解説されていて面白い。 

 日本語としては「晴れ着」のこと。元々は日曜に教会に通うため、一番いい 

服を着る習慣から。現在は曜日に関わらず、おしゃれをする場面で使う。 

 彼は初出勤の日に一張羅（いっちょうら）でめかしこんだ。 

 「石の枕」は教会のコラムなので、紙面の都合で英語は省略した。 

 

 私の子どもの頃は、母が欧米では日曜学校にＳｕｎｄａｙ ｃｌｏｔｈｅｓを着て教会に行く 

のよ、と教えてくれたが、戦争の後は超貧しかったので、そんなオシャレは不可能 

だった。サンデークロース（苦労す）で、文字通り一張羅であった？！ 

 

 小田さんが８２歳で天に召され、昨日告別式が斎場でなされた。 

 熱心なクリスチャンだった。早天祈祷会でメッセージもしてくれた。早大の卒業で 

あるが、東京神学大学の夜間で聖書を深く学んだ人である。 

 ご遺族の皆様、お子さんたち、お孫さんたち、よく聴いてください。彼が日頃、 

毎日熱い心で神に祈り願いごとをささげていた第一のことは、みなさんが、 

ひとりも漏れることなく、「主イエス・キリストを罪からの救い主として、心の 

中心にお迎えし、罪ゆるされ、神の子とされて、永遠の命を得てほしいことです。」 

 小田さんは今、天国に召されて、天国におられる信仰の先輩たち、勿論主なる 

イエス様に大歓迎され、大パーティーを受けているでしょう。すばらしい家も用意 

されています。もう病気も、怪我も、苦しみも悩みもありません。ひとつだけ 

気にして祈っているのは、みなさんと天国で会いたいことです。彼の願いを 

受け入れて下さい！来月でも、クリスマスでも洗礼式ができるように 

備えて下さい。彼は今、イエス様が用意して下さったベスト・ドレスを身に着けて、 

栄光の姿に輝いておられます。 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅱコリント４章～１０章 Bコース：箴言２１章～伝道６章 


